
活動報告新体制となった松山・平澤友好協会
定期総会の報告

開催日：6月12日（日）　場所：コムズ会議室 ■松山・平澤友好協会 役員 ★・・・定期総会以降に新役員として就任
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交流会マダン

　会員約30人の出席のもと、定期総会を開催し、平成27年度の事

業報告・収支決算報告、並びに平成28年度の事業計画・収支予算が

承認されました。

　また、役員の改選が行われ、新しい体制となりました。中嶋慎治新

会長（設立時から副会長に就任）をはじめとして、8名の新役員が選任

されるとともに、他の理事については再任されました。

　さらに、昨年、「平澤港マラソン大会」に参加した感想を、ランナー

代表の新居田雅昭さんと、運営部会から写真を使って発表しました。

　総会終了後は、出席者へ韓国のお菓子と、とうもろこし茶が配ら

れ、韓国の味覚を楽しみました。

開催日：7月15日（金）　場所：松山市役所応接室
■中嶋慎治新会長　就任あいさつ
　当協会が松山市と韓国・平澤市との友好都市提携に伴って設立され
てから10年という節目を越えるまでになりました。これまでも様々な市
民交流を積み重ね、日韓の友好親善促進に大きな役割を果たしてきま
した。とはいえ、今こそ草の根の市民交流が日韓の間において重要な時
はありません。昨年9月には韓国との定期航空路線の運休がありました
し、昨年末以来の韓国内の政治的混乱からくる日韓関係の悪化など前
途多難な状況が生まれつつあります。しかし、そうし
た状況であるからこそ、草の根の市民交流を目的とす
る当協会の存在意義が問われることになります。
　今後とも各種事業を通して松山市と平澤市の友好
の絆を深め、日韓親善に努めていきたいと存じますの
で、皆様のご参加とご協力をお願い申し上げます。

■会長の交代に伴う新旧会長の市長表敬

　鮎川恭三前会長と中嶋慎治新会長が、会長交代のあいさつのため、松山市
の野志市長を表敬訪問し、歓談を行いました。
　野志市長から鮎川前会長に、心からのねぎらいと御礼の言葉があり、鮎川前
会長は、「初めて平澤市を訪問した際に、『東京に対する横浜』のような、大きな
都市になるという印象を受けた」と話
しました。また、中嶋新会長は、これま
での韓国に関する経験談を交えなが
ら、新会長としての抱負を語りました。
　「新成長経済新都市」として発展を
続ける平澤市との今後の交流につい
て、話に花が咲きました。
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　今年度のマダンは、後期ハングル講座の最終日に開催しました。講師を担当した留学生た

ちに、来日してから気がついた韓国と日本の違いについて話していただきました。それに対し

て、参加者からの素朴な質問もたくさんありましたので、興味深い話をいくつかご紹介します。

　最初は何と言っても、日本にはない軍隊についてです。経験者の男子学生が話してくれ

ました。

●韓国の男子たちは、軍隊に行くのが義務です。入隊前には身体検査

を受けます。

　陸軍（２１ヶ月）、海軍（２３ヶ月）、空軍（２４ヶ月）、海兵隊（２１ヶ月）、

義務警察の5カ所に分かれて服務します。徹底的な階級制です。給

料が出ますが、もちろん階級ごとに違ってきます。

　日課は、６時起床→７時点呼→８時朝食→９時日課→１１時半昼食→

1３時日課→１７時日課終了　その後は自由時間です。

　一番厳しかったのは、冬に２～３日間行われる野外での訓練だった

そうです。除隊後も、満３０歳までは、年に一度は予備軍の訓練に行

かなければならないそうです。

次は、日常生活の中で気づいたことです。

●韓国には、煙草の自動販売機はありません。

●韓国は、雰囲気が盛り上がるたびに乾杯します。目上の人の前では、

横を向いてお酒を飲みます。韓国には、「飲み放題」はありません。

●コンビニに、本や雑誌は売っていません。また、コンビニの中にトイレ

はありません。

●家庭のお風呂に浴槽がない所が多いです。

参加した皆さんからの感想
・すごく楽しかったです。お話あり、グループトークあり、ゲームあり、韓国の遊びや文化、留学生との交流など、とても充実した盛りだくさんの３時間

であっという間に終わりました。例年の３週連続でなく、一週おきで出席しやすかったです。

・童話に触れることができて良かった。会話の場面を多く作っていただき、話す機会があって良かったです。先生は気さくで、どんな質問にも答えて

いただき、とても良かったです。留学生の皆さんにも大変お世話になりました。

・前期・後期ともに楽しく受講させていただきました。レベル分けをして、チャン先生や留学生の皆さんに丁寧に教えていただけたことがありがた

かったです。韓国の文化や生活に興味があるので、特に後期のマダンは面白かったです。

・韓国語を身近に感じながら、文化の違い等を改めて知り、興味深かったです。小さな事でもその違いに昔からの生活の意味があり、「そうなんだぁ

～」と思ったりしました。みんなで楽しむ時間もあり、楽しかったです。

・不足が多かったけれど、みなさん親切に情熱的に授業に参加してくださって、とても楽しい時間でした。私はまた、日本について沢山分かる機会と

なって、意味ある学びがある時間でした。韓国語の勉強に対して情熱を失うことない皆さんに多くを学びました。（留学生）

・1回目の授業より2回目の授業が童話の本とか実生活で使える言葉を習える機会ができて良かったです。来年は韓国へ帰って参加できませんが、

来年はもっと良いサポーターがいると思います。韓国語の講座だったけれど、私も日本語について勉強する機会ができて良かったです。沢山の日

本の良い方たちと会う機会ができて私も良かったです。来年はもっと沢山の人たちの参加があればいいです。（留学生）

●韓国の結婚式は、宗教によって形が変わることはありません。式場に

来客の指定席はなく、日本より祝儀の金額は少ないです。また、引き

出物をもらう習慣はありません。

●高校生たちは、学校で夜食を食べ、１０時くらいまで自習をします。

●韓国ドラマは、週2回で一話の時間が日本より長く、途中コマーシャ

ルは入りません。映画は、一本８００円くらいで安く、上映時間は2時

間弱のものが多いです。

●親子間、友達同士のスキンシップが日本より自然で、愛情表現が豊か

です。

●引っ越し祝いは、大体トイレットペーパーをあげます。また引っ越し

当日は、出前でジャージャー麺を食べます。出前は、どんな場所へで

も可能です。

●韓国は、飲酒運転をした場合、３回目までは罰金と罰点を与えて、４

回目から免許が取り消しになります。

等々、まだまだあるようですよ。皆さんも韓国へ行ったり、韓国人と交

流することで、「違い」と「同じ」を見つけてみませんか？ 　（運営部HT）

ハングル講座

開催日：6月26日（日）、7月10日（日）、24日（日）
受講者数：27名

●前期ハングル講座
開催日：11月13日（日）、27日（日）、12月11日（日）
受講者数：19名

●後期ハングル講座

中学生との交流会
　平澤市中学生受入事業で、今年も当協会の運営部が協力しました。

　８月６日、平澤市中学生１０名・松山市中学生９名が、日本料理体験を行いました。献立は、

学生たちが好みそうなメニューを考え、手巻き寿司・素麺・かき氷です。素麺は松山名産の

五色素麺を使いました。運営部員・学生たちは５班に分かれ、調理・盛付・片付けまで一緒に

行います。

　卵焼きも学生たちは、家では作ったことがないようでしたが、部員が教えると楽しそうに

作り、思わぬ出来栄えに喜んでいました。全員で食事会が始まり、特に五色素麺・かき氷は気に入ったようです。素麺はおみやげに

買って帰りたいという学生もいました。かき氷は行列ができて、何回もおかわりしていました。

　学生の中で、日本語をとても上手に話す子がいたので「もしかして日本人？」と聞くと、「韓国人です」と言うのでビックリしまし

た。日本語を習っているということでした。松山の男子学生から「『美味しい』は韓国語でどう言いますか？」と質問があり、「『マ

シッタ』。丁寧に言うと『マシッソヨ』と『ヨ』をつけるのよ」と教えると、「今回は『マシッタ』と言っていたので、これからは『マシッ

ソヨ』と言わないといけないな」と、言っていました。素直な学生でした。

　献立・買出し・調理手順の確認等、準備は大変でしたが、終わってみると孫のような学生たちと楽しく交流できて、良い思い出に

なりました。 （運営部ＷＳ）

　平成28年度のハングル講座は、張英淑（チャン・ヨンスク）先生を講師

に迎え、前期3回（6月～7月）、後期3回（11月～12月）開催されました。

　前期講座では、まずは全員に答えてもらうクイズから始まり、前半は、

人気のドラマのセリフから多彩な会話表現を学びました。教科書には出

てこないような言い回しが多く、実に皆さん興味深そうでした。

　後半は、韓国からの留学生を先生として、レベル別に分かれて、日常会

話、フリートーキング、初心者の方にはカナダラ表（あいうえお表の韓国語版）のグループ学習をしました。

　後期講座では、前半は、現代絵本を教材にして先生と一緒に勉強し、後半は、グループに分かれてロールプレイをしました。ここは松山じゃなくソウ

ルの地下鉄だと思って、受講者はなりきって楽しんでいました。3回目には、グループに分かれてことば遊びのゲームもあり、大変盛り上がりました。

　受講者からは「実際に使われている韓国語を勉強できて、とても面白かった」と感想を話してくれました。 （運営部ＴＥ）


